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不正競争防止法の改正  

―営業秘密に関する規定の改定―  
 
１ ． 「 営 業 秘 密 」 （ ト レ ー ド シ ー ク レ ッ ト ） と は  
１ ．  １   
（ １ ） 「 営 業 秘 密 」 と し て 保 護 さ れ る た め に は 、 営 業 秘 密

の ３ つ の 要 件 を 満 た さ な け れ ば な ら な い 。  
   す な わ ち 、  
①  秘 密 と し て 管 理 さ れ て い る こ と  
例  ○ 保 管 用 の 金 庫 に 保 管 し て い る  
  × 棚 や 机 の 中 に た だ 入 れ て 保 管 し て い る  
 

②  役 に 立 つ 情 報 で あ る こ と  
例  ○ 設 計 図  ノ ウ ハ ウ  顧 客 リ ス ト  販 売 マ ニ

ュ ア ル  
  × 脱 税 情 報  プ ラ イ バ シ ー 違 反 情 報  
 

③  公 知 に な っ て い な い 情 報 で あ る こ と  
例  ○ 秘 密 と し て 管 理 し て い る   
  × 刊 行 物 に 記 載 あ り  

   
※  ○ は 要 件 あ り 、 × は 要 件 な し  

 
２ ．  ｢ 営 業 秘 密 ｣ 侵 害 の 場 合 の 民 事 上 の 責 任 類 型  
２ ． １  営 業 秘 密 の 民 事 上 の 保 護 の 態 様 に つ い て 、 か い つ

ま ん で 説 明 す る （ こ ち ら を 理 解 し た 上 で 、 後 述 ３ ．

の 刑 事 罰 則 に つ い て の 内 容 を 把 握 す る の が 便 宜 で あ

る ） 。  
 
２ ． ２   
（ １ ） 不 正 競 争 防 止 法 ２ 条 １ 項 ４ 号 、 ５ 号 、 ６ 号 の ３ パ タ

ー ン （ 類 型 ）  
    
  不 正 手 段 に よ る 営 業 秘 密 入 手 パ タ ー ン  
  
               ス パ イ  

① 保 有 者      従 業 員     他 の 企 業 等        
窃 盗 ･ 詐 欺 等     使 用 ･ 開 示  

（ ４ 号 タ イ プ ）  
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               ス パ イ  
      ② 保 有 者      従 業 員     第 三 者  
                  悪 意  

他 の 企 業 等  
     使 用 ・ 開 示  

      （ ５ 号 タ イ プ ）  
                            ス パ イ  
      ③ 保 有 者       従 業 員        第 三 者  

善 意 か ら 後 に 悪 意  

他 の 企 業 等  
     使 用 ・ 開 示  

            （ ６ 号 タ イ プ ）  
 
（ ２ ） 上 の 図 で 、 ① は 、 不 正 手 段 に よ る 営 業 秘 密 入 手 の 最

も 典 型 的 パ タ ー ン で あ る 。 不 正 手 段 と は 営 業 秘 密 の 保

有 者 か ら 窃 盗 ､ 詐 欺 な ど の 手 段 で 入 手 す る こ と で あ り 、

い わ ゆ る 産 業 ス パ イ な ど が 挙 げ ら れ る 。  
   ② 、 ③ は 、 ① の 派 生 パ タ ー ン で 、 介 在 す る 第 三 者 の

悪 意 の 場 合 （ ② ） 、 も と も と は 善 意 だ っ た が そ の 後 悪

意 と な る 場 合 （ ③ ） で あ る 。  
 
２ ． ３  
（ １ ）  不 競 法 ２ 条 １ 項 ７ 号 ､ ８ 号 ､ ９ 号 の パ タ ー ン （ 類

型 ）  
   
  正 当 入 手 パ タ ー ン  
   
      ④ 保 有 者    従 業 員    他 の 企 業 等  
         正 当 入 手   不 正 目 的 で 使 用 ･ 開 示  
      （ ７ 号 タ イ プ ）  
 
      ⑤ 保 有 者    従 業 員    第 三 者  
         正 当 入 手   不 正 目 的 / 悪 意 で 取 得  

他 の 企 業 等  
     使 用 ･ 開 示  
      （ ８ 号 タ イ プ ）  
 
      ⑥ 保 有 者    従 業 員    第 三 者  
         正 当 入 手   不 正 目 的 / 善 意 で 取 得  

他 の 企 業 等  
     悪 意 で 使 用 ･ 開 示  
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      （ ９ 号 タ イ プ ）  
 
（ ２ ） 上 の 図 で 、 ④ は 、 従 業 員 等 が 会 社 内 で 正 当 に 入 手 し

た 営 業 秘 密 を 不 正 利 益 ､ 加 害 目 的 を も っ て 企 業 等 に 使

用 ･ 開 示 な ど す る 場 合 。  
   転 職 、 ヘ ッ ド ハ ン テ ィ ン グ な ど に 絡 ん で 問 題 化 す る

例 が 考 え ら れ る 。  
   ※ 尚 、 こ こ で 言 う 不 正 目 的 と は 、 正 確 に は 不 正 利 益

を 得 る 目 的 と 保 有 者 に 加 害 す る 目 的 の 両 方 を 含 む 。  
⑤ は 、 従 業 員 あ る い は 第 三 者 が 悪 意 で 取 得 し た 場 合 、

⑥ は 第 三 者 が 善 意 で 入 手 し た 後 悪 意 を も っ て 企 業 な ど

に 開 示 な ど し た 場 合 で あ る 。 ⑤ ､ ⑥ は ④ の 派 生 パ タ ー

ン で あ る 。  
 

３ ．  「 営 業 秘 密 」 侵 害 の 刑 事 罰 則 に つ い て  
 
３ ． １  営 業 秘 密 侵 害 の 刑 事 罰 は 、 平 成 １ ５ 年 改 正 法 （ 平

成 １ ６ 年 １ 月 １ 日 施 行 ） に よ り 導 入 さ れ 、 平 成 １ ７

年 改 正 法 に よ り 改 正 さ れ た 。  
    不 正 競 争 防 止 法 第 ２ １ 条 １ 項 １ 号 か ら ６ 号 に 罰 則

規 定 が あ る 。 不 正 入 手 型 と 正 当 入 手 型 の 二 つ に 分 か

れ る 。  
（ １ ） 不 正 入 手 型  
①   不 競 法 ２ １ 条 １ 項 １ 号 型  
営 業 秘 密 を 不 正 取 得 し 、 こ れ を 不 正 に 使 用 ･ 開 示 す

る 行 為 （ 民 事 上 の 不 競 法 ２ 条 １ 項 ４ 号 、 ５ 号 ､ ６ 号

の パ タ ー ン の う ち 特 に 悪 質 な 類 型 を 刑 事 罰 の 対 象

と し た ）  
②   不 競 法 ２ １ 条 １ 項 ２ 号 型  
こ れ は ① の 類 型 の 予 備 罪 で あ る 。 営 業 秘 密 の 記 録

媒 体 （ Ｃ Ｄ 、 Ｍ Ｏ 、 テ ー プ 、 図 面 な ど ） を 取 得 し

ま た は 複 製 を し て 、 不 正 取 得 す る こ と 。  
 
（ ２ ）  正 当 入 手 型  
③  不 競 法 １ ４ 条 １ 項 ３ 号 型 （ 横 領 型 、 民 事 責 任 上 の

両 領 域 型 ）  
営 業 秘 密 を 正 当 に 入 手 し て い て も 、 社 員 等 （ 役

員 ・ 従 業 員 等 ） が 、 そ の 営 業 秘 密 の 媒 体 を 不 正 に

領 得 、 ま た は 複 製 し て 、 使 用 ・ 開 示 す る こ と 。  
④   不 競 法 １ ４ 条 １ 項 ４ 号 型 （ 背 任 型 ）  
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営 業 秘 密 を 正 当 に 入 手 し た 、 役 員 ま た は 従 業 員 が 、

不 正 の 目 的 で 使 用 ・ 開 示 す る こ と 。  
尚 、 企 業 退 職 者 は 除 外 さ れ て い る 。  

（ ３ ）  た だ し 、 上 記 ４ 号 の 場 合 を 除 き 、 １ 号 、 ２ 号 、 ３
号 に お い て 、 注 意 す べ き は 、 従 業 員 が 在 職 中 営 業 秘 密

を 不 正 取 得 し た 場 合 、 及 び 正 当 入 手 後 不 正 に 営 業 秘 密

の 媒 体 を 領 得 、 複 製 し て 、 こ れ を 退 職 後 に 使 用 ・ 開 示

す る こ と は 刑 事 罰 の 対 象 と な る 。  
 
３ ． ２  刑 事 罰 則 の ポ イ ン ト  
（ １ ） 刑 事 罰 の ポ イ ン ト は 、 企 業 の 営 業 秘 密 の 保 護 を 図 る

一 方 、 取 材 報 道 の 自 由 、 転 職 の 自 由 （ 職 業 の 自 由 ） 、

内 部 告 発 者 の 保 護 （ 社 会 的 公 益 性 ） を 侵 害 し て は な ら

な い の で 、 刑 事 罰 の 対 象 か ら 除 く こ と と し た こ と で あ

る 。  
（ ２ ） 刑 事 罰 則 の 場 合 は 、 す べ て ｢ 不 正 の 競 争 の 目 的 ｣ と

い う 目 的 要 件 が あ る （ 本 稿 で は 、 単 に 「 不 正 の 目 的

で 」 と い う ） 。  
（ ３ ） 平 成 １ ７ 年 改 正 法 （ 平 成 １ ７ 年 法 律 ７ ５ 条 ）  
・  平 成 １ ７ 年 不 競 法 改 正 案 に お い て 、 刑 事 罰 則 が 拡 大

さ れ た 。  
・  刑 の 期 間 が ３ 年 か ら １ ０ 年 の 懲 役 に 、 ３ ０ ０ 万 円 か

ら １ ０ ０ ０ 万 円 以 下 の 罰 金 と 重 く な り 、 ま た 併 科 す

る こ と も で き る こ と と な っ た 。  
 
３ . ３  
（ １ ） 改 正 法 ２ １ 条 １ 項 ５ 号 （ 平 成 １ ７ 年 新 設 ）  
   退 職 社 員 （ 役 員 ま た は 従 業 員 ） が 在 職 中 不 正 な 目 的

で 第 三 者 に 開 示 の 申 し 出 を し 、 ま た は 第 三 者 か ら そ の

要 請 を 受 け 退 職 後 に 使 用 ・ 開 示 す る こ と 。  
 
   

（ 在 職 中 ）    申  込     （ 退 職 後 ）  
     社  員 →    o r  →    第 三 者    

正 当 入 手     要  請    使 用 ・ 開 示   
                  不 正 目 的  
 

     
   こ れ は 、 現 在 の 刑 事 罰 （ 不 競 法 ２ １ 条 １ 項 ３ 号 、 正

当 入 手 型 ） の 一 パ タ ー ン と も と れ る が 、 特 に 申 込 、 開
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示 要 請 の 類 型 を 悪 質 な も の と し て 明 確 に 条 文 化 し た も

の で あ る 。  

 

（ ２ ） 不 競 法 ２ １ 条 １ 項 ６ 号 （ 平 成 １ ７ 年 新 設 ）  

   他 人 か ら 不 正 に 営 業 秘 密 を 取 得 し た 者 が 、 そ の 営 業

秘 密 を 使 用 又 は 開 示 す る 行 為 、 す な わ ち 悪 意 の 転 得 者

を も 罰 す る こ と を 明 文 化 し た 。  

 

（ ３ ）  国 外 犯 の 処 罰 化 （ 改 正 法 ２ １ 条 ４ 項 、 平 成 １ ７ 年

新 設 ）  

こ れ ら 上 記 （ 改 正 法 ２ １ 条 １ 項 １ 号 、 ３ 号 ～ ６ 号 ）

の 各 刑 事 罰 は 、 国 外 で 犯 し た 場 合 も 、 処 罰 対 象 と し た 。  

こ の 法 目 的 は 営 業 秘 密 が 退 職 社 員 ま た は 第 三 者 を 介

し 、 海 外 に 不 正 に 流 出 し 、 そ の 営 業 秘 密 を 用 い て 作 ら

れ た 製 品 が 日 本 に 不 正 に 輸 入 さ れ る こ と に よ り 、 国 内

企 業 が 多 大 な 損 害 を 被 っ て い る こ と に 鑑 み 、 水 際 取 締

り 対 策 の 一 環 と し て 刑 事 罰 化 し た も の で あ る 。  

 

（ ４ ）  雇 主 企 業 の 両 罰 、 重 罰 化 （ 一 部 新 設 ）  

営 業 秘 密 を 不 正 取 得 す る の は 個 人 の 行 為 で あ る が 、

そ の 雇 主 企 業 も 両 罰 ､ 重 罰 化 を し 、 刑 事 罰 取 締 り     

の 実 効 性 を 高 め た 。  

雇 主 企 業 は ３ 億 円 以 下 の 罰 金 刑 が 重 課 さ れ る 。  

 

 

３ ． ４  刑 事 罰 該 当 事 例 （ 典 型 的 サ ン プ ル ）  

①  Ａ は Ｂ 社 の 社 員 （ 役 員 ま た は 従 業 員 ） で あ る が 、

Ａ 管 理 の Ｂ 社 の 部 品 マ ニ ュ ア ル を 自 宅 に 持 ち 出 し 、

Ｂ 社 を 退 職 後 こ れ を Ａ 自 ら の 事 業 に 使 用 し た 。  

（ 不 競 法 ２ １ 条 １ 項 ３ 号 ）  

 

 

( 保 有 者 )       ( 社 員 )   持 ち 出 し   （ 退 職 後 ）   

Ｂ  社      Ａ        Ａ 自 ら 使 用  

              不 正 目 的  

 

②  Ａ は Ｂ 社 の 部 品 マ ニ ュ ア ル を Ｂ 社 Ｐ / Ｃ よ り Ａ の 自

宅 の Ｐ / Ｃ に 送 信 し 、 Ｂ 社 退 職 後 こ れ を Ａ 自 ら の 事

業 に 使 用 し た 。  

（ 不 競 法 ２ １ 条 １ 項 ６ 号 ）  

 

Ｂ 社 部 品 マ ニ ュ ア ル

Ｂ 社 部 品 マ ニ ュ ア ル
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( 保 有 者 )      ( 社 員 )  自 宅 Ｐ / Ｃ へ 送 信   （ 退 職 後 ）   

Ｂ  社     Ａ            Ａ 自 ら 使 用  

不 正 目 的  

③  Ａ は Ｂ 社 退 職 後 、 Ａ の 記 憶 し て い た Ｂ 社 の 秘 密     

内 容 を 使 用 し た 。  

（ 不 可 罰 ）  

 

 

( 保 有 者 )       ( 社 員 )   記 憶    （ 退 職 後 ）   

Ｂ  社      Ａ        Ａ 自 ら 使 用  

 

 

④  Ａ は Ｂ 社 在 職 中 、 記 憶 し て い た マ ニ ュ ア ル を 自 分

の 事 業 に 使 用 し た 。  

（ 不 競 法 ２ １ 条 １ 項 ４ 号 ）  

 

 

( 保 有 者 )       ( 社 員 )   記 憶    （ 在 職 中 ）   

Ｂ  社      Ａ        Ａ 自 ら 使 用  

           不 正 目 的  

 

⑤  Ａ は Ｂ 社 在 職 中 、 Ｃ に 申 し 込 ん で 、 Ａ が Ｂ 社 退 職

後 に 、 マ ニ ュ ア ル を Ｃ に 開 示 し た 。  

（ 不 競 法 ２ １ 条 １ 項 ５ 号 、 平 成 １ ７ 年 新 設 ）  

 

 

 

( 保 有 者 )    ( 社 員 )              （ 退 職 後 ）   

Ｂ  社    Ａ     Ｃ に 申 込      Ｃ に 開 示  

           不 正 目 的  

  

 

⑥  Ａ は Ｂ 社 在 職 中 、 Ｃ よ り 要 請 さ れ 、 Ａ が Ｂ 社 を 退

職 後 、 マ ニ ュ ア ル を 中 国 で Ｃ に 開 示 し た 。  

（ 不 競 法 ２ １ 条 １ 項 ５ 号 ､ ６ 号 、 同 条 ４ 項 、 平 成 １

７ 年 新 設 ）  

 

 

( 保 有 者 )   ( 社 員 )              （ 退 職 後 ）   

Ｂ 社    Ａ     Ｃより要請   Ｃ に 開示 ( 海 外 で ) 

Ｂ 社 の 秘 密 内 容  

Ｂ 社 マ ニ ュ ア ル  

Ｂ 社 マ ニ ュ ア ル  

Ｂ 社 マ ニ ュ ア ル  
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         不 正 目 的  

 

（ 不 競 法 ２ ２ 条 １ 項 ）  

Ｃ 社 は ３ 億 以 下 の 罰 金 を 両 罰 規 定 に よ り 科 刑 さ れ

る 。  

 

４ ．  不 競 法 に よ る 民 事 責 任 、 刑 事 責 任 と 他 の 法 律 の 関 係  

不 競 法 に よ る 責 任 と は 別 に 、 ① 不 法 行 為 責 任 （ 民 法

７ ０ ９ 、 ７ １ ５ 条 ） 、 ② 労 働 契 約 上 の 責 任 （ 就 業 規

則 、 契 約 ） 、 ③ 役 員 忠 実 義 務 ・ 競 業 避 止 義 務 ( 会 社 法

３ ３ ０ 条 、 同 ３ ５ ５ 条 、 同 ３ ５ ６ 条 １ 項 １ 号 の ５ ) 及

び ④ 刑 法 ２ ５ ２ 条 、 同 ２ ５ ７ 条 （ 横 領 ） 、 ⑤ 同 ２ ４

７ 条 （ 背 任 ） 、 ⑥ 同 ２ ４ ６ 条 （ 詐 欺 ） 、 ⑦ 同 ２ ３ ５

条 （ 窃 盗 ） 、 ⑧ 同 １ ３ ０ 条 （ 住 居 侵 入 ） 、 ⑨ 同 ６ ０

条 ､ ６ １ 条 ､ ６ ２ 条 （ 共 犯 、 教 唆 、 幇 助 ） 、 ⑩ 会 社 法

９ ６ ０ 条 （ 特 別 背 任 ） 等 に 問 わ れ る こ と は 別 に あ り

ま す 。     

 

 

５ ． ｢ 営 業 秘 密 ｣ を め ぐ る 裁 判 手 続 に つ い て  

  ｢ 営 業 秘 密 ｣ を め ぐ る 民 事 裁 判 手 続 に お い て 、 ｢ 営 業 秘

密 ｣ を 保 護 す る た め に 、 い く つ か の 規 定 を 設 け た 。  

 

①  特 許 法 １ ０ ５ 条 ３ 項 等 （ 文 書 提 出 命 令 申 立 の 手 続 ）

民 事 訴 訟 法 ２ ２ ３ 条 ６ 項  

②  特 許 法 １ ０ ５ 条 の ４ 、 ６ 等 （ 営 業 秘 密 保 持 命 令 ）  

民 事 訴 訟 法 ９ ２ 条 （ 記 録 閲 覧 等 制 限 ）  

③  特 許 法 １ ０ ５ 条 の ７ 等 （ 裁 判 の 一 部 公 開 停 止 手 続 ）

（ 同 上 ）  

 

こ れ ら の 裁 判 手 続 上 の 対 策 は 、 営 業 秘 密 が 裁 判 手 続

を 通 し て 漏 れ る こ と に よ り 、 営 業 秘 密 の 保 有 者 が 損 害 を

被 る こ と の な い よ う に す る 配 慮 と と も に 、 裁 判 の 公 開 性 、

裁 判 を 受 け る 権 利 の 確 保 と い う こ と と の バ ラ ン ス を と っ

た と こ ろ で あ る 。  

 

 

６ ． 個 人 情 報 保 護 に お け る 個 人 情 報 と 営 業 秘 密 と の 関 係 に

つ い て  
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６ ． １  個 人 情 報 保 護 法 の 民 間 部 門 （ 企 業 ） の 法 律 の 施 行

が 平 成 １ ７ 年 ４ 月 １ 日 に な さ れ た 。  

（ １ ） 企 業 の 保 有 す る 個 人 情 報 も ｢ 営 業 秘 密 ｣ に 該 当 す る

こ と は 十 分 に あ る 。 営 業 秘 密 に は 技 術 情 報 （ ノ ウ ハ ウ

な ど ） と 営 業 情 報 （ 顧 客 名 簿 な ど ） が あ り 、 個 人 情 報

も こ の 営 業 情 報 と し て 企 業 活 動 上 有 用 な も の と し て 管

理 保 有 さ れ て い る こ と に な る 。  

（ ２ ） こ の よ う な 営 業 秘 密 と し て の 個 人 情 報 は 、 不 正 競 争

防 止 法 に お い て 、 民 事 上 、 刑 事 上 の 保 護 を 受 け る の で

あ る 。  

 

６ ． ２  尚 、 個 人 情 報 保 護 法 の 対 象 と な る の は 、 過 去 ６ ヶ

月 以 内 に ５ ０ ０ ０ 件 （ 人 単 位 で ） 以 上 の 個 人 情 報

を 保 有 し て い る 企 業 の 個 人 情 報 で あ る 。    

 

 

 

( 参 考 資 料 ： 経 産 省 資 料 )  
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― 補 足 ―  
Ａ ． 本 文 ３ ． ２ ． （ ２ ）  
  「 不 正 競 争 の 目 的 」 と は 。  
 
                    図 利   加 害  
（ ａ ）  
不 正 の 目 的  （ 不 ２ １ － Ⅱ － １ ）      ○    ○  
 不 正 の 利 益 目 的 （ 不 ２ １ － Ⅱ － ３ 号 ）    ○  
 不 正 の 競 業 の 目 的  
（ ２ １ － Ⅰ － １ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ ）     △  
 不 正 競 争 の 目 的              ○     ○  

（ 同 業 者 内 ）  
 
（ ｂ ） 報 道 目 的 ・ 内 部 告 発 目 的 は 除 外  
   個 人 的 犯 罪 （ 恐 喝 、 愉 快 犯 ） は 除 外 。  
 
Ｂ ． 本 文 ３ ． ３ ． （ ２ ）  
 転 得 者 が 「 不 正 の 競 争 の 目 的 」 で 営 業 秘 密 の 開 示 を う

け て 、 営 業 秘 密 を 取 得 し 、 こ れ を 使 用 ・ 開 示 し た 場 合 に

独 立 正 犯 と し た （ 但 し 不 競 法 ２ － １ － ６ 号 、 ９ 号 タ イ プ

（ 事 後 的 悪 意 者 ） は 除 か れ る ） 。  
 
Ｃ ． 本 文 ３ ． ３ ． （ ３ ）  
  侵 害 行 為 時 （ 詐 欺 等 、 管 理 侵 害 ） 又 は 保 有 者 か ら 示 さ

れ た 時 に お い て 管 理 さ れ て い た 営 業 秘 密 で あ る こ と 、 が

要 件 。  
 
Ｄ ． 本 文 ３ ． ３ ． （ ４ ）  
  雇 主 企 業 （ 法 人 ） が 両 罰 さ れ る 場 合 。 （ 不 競 法 ２ ２ 条

１ 項 、 不 競 法 ２ １ 条 １ 項 １ 、 ２ 、 ６ 各 号 ）  
 
Ｅ ． 本 文 ５ ．  
・  営 業 秘 密 保 持 命 令 違 反 の 罪 （ 不 ２ １ － Ⅱ － ５ ）  
（ 懲 役 ５ 年 以 下 、 罰 金 5 0 0 万 円 以 下 ）  
・  雇 主 企 業 の 両 罰 規 定 （ 罰 金 ３ 億 万 円 以 下 ）  
・  国 外 犯 （ 不 ２ １ － Ⅳ ）  

 



不正の目的

不正の利益目的 他人に損害
（非同業者）

不正競業目的 同業者

不正の競争の目的

同業他社との競
合関係に関わる
相対的な利益

同業他社との競
業関係に関わら
ない絶対的な利
益

同業他社との競
業関係に関わる
相対的な加害

同業他社との競
業関係に関わら
ない絶対的な加
害

刑・除
不正の目的
（19‐Ⅰ‐2､3､4　21-Ⅱ‐1）

○ ○ ○ ○

刑
不正の競争の目的
（21-Ⅰ-1､3､4、5､6)

○ ○ ○ ×

刑
不正の利益を得る目的
（21-Ⅱ-2、3）

○ ○ × ×

民・除
他人に損害を加える目的
（2-Ⅰ-7､8､9　19‐Ⅰ‐2）

× × ○ ○

民
不正の競業の目的
（2-Ⅰ-7など）

○ × × ×

（原典、経産省資料を参考とした）

図利 加害

不正競争防止法における「不正」の比較表


